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雨天時下水活性汚泥法

雨天時下水活性汚泥法を導入しませんか？
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◆従来の雨天時下水処理

雨天時下水活性汚泥処理方法は合流式初期汚濁の改善のひとつとして、

既存施設の活性汚泥処理を利用します。 従来の方法では晴天日時間最大

汚水量（1Qsh）だけを二次処理し、残りの 2Qsh を沈殿放流していました。

◆雨天時下水活性汚泥処理法（大阪市の事例）

本処理法では 3Qsh のうち 1Qsh を反応槽前段において従来通り処理し、

今まで沈殿放流していた残りの 2Qsh を反応槽後段の 1／4のところにステ

ップ投入し処理することができます。 

※Qsh： 時間最大汚水量、計画 1日最大汚水量発生日におけるピーク時 1時間汚水量の 24時間

換算値のこと 

下水中の有機物は、活性汚泥と接触後の短時間（30 分程度）にその多くの有機物が除去されます。この現象は初期吸着と

言われており、下水活性汚泥法の一変法であるバイオソープション法はこの吸着特性を有効に活用しています。雨天時下水

活性汚泥法もこの原理を利用し、雨天時初期の汚濁を削減します。 

 反応槽後段で吸着した有機物は、最終沈殿池で沈殿し、反応槽に返送され、そこで酸化、安定します。反応槽の後段では、

再び吸着力が回復するため、安定した処理を継続して行うことが出来ます。 

 雨天時下水活性汚泥法の処理水質は、ほぼ二次処理程度に低減することができます。大阪市の調査によると「簡易放流を

行う従来の方式と比較して SS で 59～91％（平均 73％）、BOD で 27～78％（平均 61％）の放流汚濁量が削減できた。」と報告

されています。なお、分流式の雨天時不明水対策にもこの方法は有効です。 

 この方式を導入するにあたって、導入効果、水理及び運転方法等の検討を行い、水路改造、ステップ投入堰及び運転制御

設備等の設計のお手伝いを致します。 

残り 2Qshの対策 

バイオソープション法の活用

導入効果


